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 これまでも交検職場では「正月出勤」や「日曜出勤」、会社行事に合わせた「平日の休日指

定」など社員の私生活のスケジュールが立てにくい状況でした。「土・日・祝に休日を指定せ

よ」と労使協議の場で交渉しても「業務量や運用の関係で・・・」との返答で、それならせ

めて社員個人の予定を調整できるように「向う３ヶ月程度の休日予定を明らかにせよ」とい

う要求には「現状では難しい」と答えていました。 
 
 そればかりか今回「年休の承認方法」について「やり方を変更した台検職場」に追従する

形で、以前は「未承認の年休について２日前くらいにおおよそ確定させて出ない年休につい

ては当日くらいになって時季変更のゴム印をついていた」のを、この６月に入って年休申し

込み簿の「空欄」に全て時季変更のゴム印を押してしまったから、職場では「従来年休が出

ていたような日にも教育や訓練や見習いか何かを入れて、一旦押した時季変更を意地でも撤

回しない」ような状況がつくられています。また、台検職場では社員に説明した「追加の年

休申し込み」についても社員に何ら説明がありません。 
 
 今月も２５日（今回は休日）に「来月分の勤務発表」となるわけですが会社は社員に何か

「説明」を行うのでしょうか？！ 
私たちは所属する労働組合を通じて６月１９日に関西支社に「申し入れ」を行いました（裏

面に載せています）！ 
 
社員の皆さん！働きやすい職場づくりのため声を挙げましょう！ 

 

 

（裏面へ） 



 


